予告篇と でもい つたと ころ か、 見え透いて いますよ、 

ふしめ よそお 

いかに 伏目に なって 謙譲の美徳 とやら を 装 つて 見せ 

レな +J 寸|フ ず 1フ 

て も、 田舎 つべ いの 図々 しさ、 何 を 言 い 出す の かと 思つ 

たら、 創作の 苦心談 だって さ、 苦心談、 たまらね え や、 

あいつ このごろ、 まじめに なつたん だってね、 金で も 

たまつ たんじ やない か、 勉強いた している そうだ、 酒 

くちひげ 

はつ まらぬ と 言った つ てね、 口髭 を はやした という 話 

うそ 

を 聞いた が、 噓 かい、 とにかく 苦心談と は、 恐れい つ 

たよ、 謹聴々々、 などと 腹の虫が 一時に 騒ぎ 出して 来 

る 仕 末な ので、 作者 は 困惑して、 この 作品に 題して ぼ 

く 「鉄面皮」。 どうせ 私 は、 つらの 皮が 厚い よ。 



へんしゅうしゃ 

編輯 者 に 非常な 迷惑 をお かけした 様子で ある。 

HUMAN:L〇ST という 作品 だ。 すべて、 いま は 不吉な 

敵国の 言葉に なった が、 パラダイス • ロスト を もじつ 

て、 まあ 「人間 失格」 とで もい うような 気持で そんな 

題 をつ けたので あって、 その 日記 形式の 小説の 十一月 

一 日のと ころに 左の ような 文章が ある。 

実 朝 を わすれず。 

伊豆の 海の 白く 立ち 立 っ浪 がしら。 

塩の 花ち る。 



う ザ J くす すき。 

みかん 

蜜柑畑。 

くるしい 時には、 かならず 実 朝 を 思い出す 様子で 

あった。 いのち あらば、 あの 実 朝 を 書いて みたい と 

思って いた。 私 は 生きの びて、 ことし 三十 五に なった。 

はな は き ざ 

そろそろ いい 時分 だ、 なんて 書く と 甚だ 気障な 空漠 

たる 美辞麗句みたい になって つまらな いが、 実 朝 を 書 

きたいと いうの は、 たしかに 私の 少年の 頃からの 念願 

であった ようで、 その 日頃の 願いが、 いま どうやら 叶 



いそうに なって 来たの だから、 私 もなかな か 仕 合せな 

男 だ。 天神 様 や 観音様に お礼 を 申し上げた いところ だ 

みつ 

が、 あのお 光の 場合 は、 ぬかよろこびで あつたの だし、 

あんな 事 も あるの だから、 やっと 百 五十 一 枚 を 書き 上 

げたく らいで、 気 も いそいその 馬鹿騒ぎ は 慎し まなけ 

れ ばなら ぬ。 大事な の は、 これから だ。 この 短篇 小説 

を 書き上げ ると、 またす ぐ 重い 鞫を さげて 旅行に 出て、 

あの 仕事 をつ づける の だ。 なんて、 やっぱり、 小学生 

が 遠足に 出かける 時みたい な、 はしゃいだ 調子の 文章 

になって しまったが、 仕事が 楽しい という 時期 は 一生 

に、 そう S 々ある わけで もない らしい から、 こんな 浮 



わつ いた 文章 も、 記念と して、 消さずに そのまま 残し 

て 置こう。 

右大臣 実 朝。 

じょうげん つちのえ たつ みずのとう 

承 元 二 年 戊辰。 二月 小。 三日、 癸 卯、 

晴、 鶴岳宫 の 御神楽 例の 如し、 将軍家 御 

ほうそう よ ぎよし ゆつ さきの だい ぜんの だいぶ 

疱瘡に 依りて 御 出 無 し、 前 大膳大 夫 

ひろ もと あそん みだい どころ 

広 元 朝臣 御 使と して 神 拝す、 又 御台 所 御 参 

宫。 十日、 庚 戌、 将軍家 御 疱瘡、 頗る 心 

神 を 悩ましめ 給 ふ、 之に 依って 近国の 

ごけにんら ぐんさん つちのとみ 

御家人 等 群 参す。 廿 九日、 己巳、 雨 降る、 

へいゆ もくよく あずま かがみ 

将軍家 御 平癒の 間、 御 沐浴 有り。 (吾妻 鏡。 



以下 同断) 

おたずねの 鎌 倉 右大臣 さまに 就いて、 それで は 私の 

見たところ 聞いた ところ、 つとめて 虚飾 を 避けて あり 

のま ま、 あなたに お知らせ 申し上げます。 

というの が 開巻 第一 頁 だ。 どうも、 自分の 文章 を自 

分で 引用 するとい うの は、 グロテスクな もので、 また、 

その 自分の 文章た る や、 こうして 書き写して みると、 

げんき 

いかにも 青臭く 銜 気満々 の ものの ような 気がして 来て、 

全く、 たまらな いので あるが、 そこが れいの 鉄面皮 だ、 

しゃあしゃあ ぜん 

洒啞々 々然と 書きす すめる。 ひょっとしたら、 この 鉄 

面皮、 ほんもの かも 知れない。 もともと 芸術家っての 



ない、 身の ほど を 知れ、 身の ほど を、 死ぬ まで 駄目 さ、 

きまって いるんだ、 よく 覚えて 置け、 と 兄の 口真似 を 

して、 ちっとも 実体の 無い 大衆 作家なん か を 持 出して 

そいつ を 叱りつ けて、 ひそかに 溜飲 を さげて いるん 

だから 私と いう 三十 五 歳の 男 は、 いよいよ 日本一の 大 

馬鹿と きま つ た。 

えんせい 

(前略) あのお 方の 御 環境から 推測して、 厭世 だの 自 

ある ていかん ささや 

暴 自棄 だの 或いは 深い 諦観 だのと したり 顔して 囁 い 

ていた ひと も ありまし たが、 私の 眼に は、 あのお 方 は 

いつも ゆったり していて、 のんき そうに 見えました。 

大声 挙げてお 笑いになる 事 も ございました。 その 環境 



から 推して、 さぞお 苦しいだ ろうと 同情しても、 その 

御 当人 は 案外 あかるい 気持で 生きて いるの を 見て 驚く 

事 は 此の世に まま ある 例 だと 思います。 だいいち あの 

お 方の 御 日常 だって、 私たちが お^から 見て 決して そ 

んな 暗い、 うっとうし いもので は ございませんで した。 

私が 御所 へあがつ たの は 私の 十二 歳のお 正月で、 

もんち ゆうじょ なごえ 

問 註 所 の 入道 さまの 名 越のお 家が 焼けた の は 正月の 

十六 日、 私 は その 三日 あとに 父に 連れられ 御所へ あ 

が つ て 将軍家のお 傍の 御用 を 勤める ようにな つたので 

すが、 あの 時の 火事で 入道 さまが 将軍家よ りお あずか 

とうと 

リの 貴 い 御文 籍も 何もかも すっかり 灰に してし ま つ 



老ィヌ レバ 年 ノ暮ュ クタ ビゴ トニ 我身ヒ トツ ト思ホ 

力る 

ュル哉 

その 頃もう、 こんな 和歌 さえお つくりに なって 居ら 

れ たくらいで、 お生れつ きと は 言え、 私たちに は、 た 

すべ 

だ 不思議と 申し上げ るより 他に 術はありませんでした。 

(後略) 

あまり 抜 書きす ると、 出版元から 叱られる かも 知れ 

ない。 この 作品 は 三百 枚く らいで 完成す る 害で あるが、 

雑誌に 分載す るよう な 事 はせ ず、 いきなり 単行本と し 

て 或る 出版社から 発売され る 事に なって いるので、 す 

でに 少 からぬ 金額の 前借 もして しま つ ている ので ある 



て、 とまた 鉄 仮面 を かぶり、 ただいまの 抜 書き は 二 枚 

半、 ついでにもう 二 枚ば かり 抜 書き させて いただく。 

(前略) 私 は 御 奉公に あがった ばかりの、 しかもわず 

か 十一 一歳の 子供で ございま したので、 ただもう おそろ 

しく (中略) その 時の 事 を ただいま 少し 申し上げ ましよ 

う。 二月の はじめに 御 発熱が ぁリ、 六日の 夜から 重態 

きとく 

になら せられ、 十日に は ほとんど 御 危篤と 拝せられ ま 

したが、 その 頃が 峠で、 それから は 謂わば 薄紙 を はが 

すよう にだん だんと 御 悩 も 軽くな つ てまい リ ました。 

うまの こく あまみ だい 

忘れ もし ませぬ、 二十 三日の 午 剋、 尼 御台 さま は 御台 

所 さま をお 連れに なって 御 寝所へ お見舞いに おいでに 



うして、 こんな 澄んだ 御 心境 は、 三十に なっても 四十 

になっても、 いやいや これから さき 何十 年 かかった つ 

て 到底、 得られそう も ありませ ぬ。 (後略) 

べつに、 いいと ころ だから 抜 書きした という わけで 

はない。 だいたい こんな 調子で 書いて いるの だとい う 

事 を、 具体的にお 知らせしたかった ので ある。 実 朝の 

きんじゅ 

近習が、 実 朝の 死と 共に 出家して 山奥に 隠れ 住んで い 

るの を 訪ねて 行って、 いろいろと 実 朝に 就いての 思い 

出 話 を 聞く という 趣向 だ。 史実 はお もに 吾妻 鏡に 拠つ 

た。 でたらめ ばかり 書いて いるん じ やない かと 思われ 

て もい けない から、 吾妻 鏡の 本文 を 少し 抜萃して は 作 



品の 要所々々 に 挿入して 置いた。 物語 は 必ずしも 吾妻 

鏡の 本文のと おりで はない。 そんなと き 両者 を 比較し 

あんばい 

て 多少の 興 を 覚える ように 案配した わけで ある、 など 

と、 これで はまる で 大道の 薬 売りの 口上に まさる 露骨 

な 広告 だ。 もう、 やめる。 さすがの 鉄 仮面 も 熱くな つ 

て 来た。 他の 話 をしょう。 なにせ、 D つて 野郎 もたい 

した もの だよ。 二三 年 前に 逢った 時には、 足利時代と 

桃山時代と、 どっちが さき か 知らない 様子で、 なんだ 

か、 ひどく 狼狽して 居った が、 実 朝 を、 ねえ、 これ だ 

から 世の中 はこ わい と言うんだ、 何が なんだか、 わかつ 

たもん じ やない、 実 朝 を 書きたい というの は 余の 幼少 



お 嫁に 行かなければ ならぬ の だから、 父母の 家 も^わ 

ぐうきょ 

ば 寓居 だ、 お 嫁に 行った つて、 家風に 合わなければ 離 

縁され る 事 も あるの だし、 離縁され たらこ いつは 悲惨 

だ、 どこに も 行く ところがない、 離縁され なくたって、 

夫が 死んだら、 どうなる か、 子供が あったら、 まあ そ 

の 子供の 家に お世話になる という 事に な るんだ ろうが、 

これ だって 自分の 家で はない、 寓居 だ、 そのよう に 三 

界に 家な しと 言われる 程の 女が、 別に その 孤独 を 嘆ず 

る わけで もな し、 あくせくと 針仕事 やお 洗濯 をして、 

夜になる と、 その他 人の 家で、 すやすやと 安眠して い 

る じ やない か、 たいした 度胸 だ、 君 は 女に も 劣る ね、 



が 悪くて 丙の 部類な の だが、 班の 人数が 少なかった の 

で、 御 近所の 班長さん に すすめられて 参加す る 事に 

にぎ 

なった の だ。 枯木 も 山の 賑わいと いうと ころだった の 

だが、 それが 激賞され る ほどの 善行で あつたと は 全く 

思い も かけない 事であった。 私 は、 みんな を、 あざむ 

あさま 

いている ような 気がして、 浅 間し くて たまらなかった _ 

査閲からの 帰り路 も、 誰に も 顔 を 合せられな いような 

たんぼみ ち 

肩身の せまい 心地で、 表の 路を 避け、 裏の 田圃 路を顔 

を 伏せて 急いで 歩いた。 その 夜、 配給の 五合のお 酒 を 

みんな 飲んで みたが、 ひどく 気分が 重かった。 

「今夜 は、 ひどく 黙り込んで いらっしゃる のね ご 



ら つ かさん 

「勉強す るよ、 僕 は ご 落下傘で 降下して、 草原に すと 

んと 着く、 しいんと している。 自分 ひとり。 さすがの 

勇士た ち もこの 時 は 淋しい そうだ。 新聞の 座談会で 勇 

土の ひとりが そう 言つ ていた。 そのような 謂わば 古 井 

戸の 底の 孤独 感を私 も その 夜、 五合の 酒 を 飲みながら 

しみじみ 味った 事で ある。 操作き わめて 拙劣の、 小心 

翼々 の 三十 五 歳の 老兵が、 分会の 模範と して ほめられ 

た 事 は、 いかにも、 なんとしても 心苦しく、 さすがの 

鉄面皮 も、 話 ここに 至って は、 筆 を 投じて 顔 を 覆わ ざ 

る を 得ないで はない か。 

(前略) そうして、 この 建 暦 元年に は、 ようやく 十二 
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